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1． はじめに 

1.1.研究の背景・目的 

 駅周辺に住宅や店舗,公共施設などを集約させ,公共

交通のアクセス向上を図ることで効率的なサービスを

提供することが可能であり,都市機能を集積させること

は持続可能で効率的な都市を目指すにあたり重要な要

素となる. 

しかし,駅前広場の整備状況や駅周辺街区を囲う道路

状況の違いなどにより交通利便性や街区内建築物の状

況が異なり，これらが都市機能の立地に影響を及ぼして

いることが考えられる． 

 そこで本研究においては,駅周辺街区を囲う道路状況

や駅前広場整備状況に着目し,都市機能との関係を分析

することで今後の駅周辺における都市機能集積の促進

に向けた知見を得ることを目的とする. 

 

2． 研究概要 

2.1．研究対象 

(1)研究対象地域 

 本研究では，川崎市内で乗降客数が 5 万人以上、また

は駅前広場が都市計画決定されている計 20駅 33出入口

のうち,現在工事中で正確なデータが取れない登戸駅周

辺地域を研究対象から除外した 19駅 31出入口の駅周辺

地域を対象とする. 

 

(2)対象範囲 

 本研究では，各駅出入口から作成した半径 200m のバ

ッファ（鉄道の反対側の区域を除く）と交差する街区（近

隣商業・商業地域）を対象とする.図 1 において，駅の

南東，北西側それぞれの半径 200m のバッファ（赤色の

区域）と交差する街区（青色の区域）が対象範囲である. 

図 1. 本研究の対象範囲 

2.2．研究方法                   

 本研究では, 地理院地図[3],都市計画基礎調査[4],経

済センサス[5],「6]などのデータを用いて対象とする街区

を囲う道路情報や街区内の建築物情報の抽出を行い，そ

れらデータを用いて主成分分析・クラスター分析を行う

ことで各街区の特徴分析，街区の分類を行う．そして各

街区で街区構造の違いによる都市機能の経年変化を分

析する. 

 

3． 研究結果 

3.1．街区の特徴分析・分類  

 本研究では,主成分分析・クラスター分析（ウォード

法）を行い特徴分析,分類を行った.使用した指標は,街

区の規模を表す指標として街区面積,街区内の建築物状

況に関するものとして 1 階床面積,延床面積,建物階数

に関する指標，街区の基盤に関する指標として 12m 以上

道路延長比，駅前広場割合(都市計画現況調査により都

市計画決定された駅前広場の計画面積/供用面積×100)

を用いた. 

主成分分析では,第四主成分までで累積寄与率が約

75％を示したため第四主成分までを考慮し各街区の特

徴分析を行った. 

主成分分析を行い各街区の特徴を把握した後にクラス

ター分析を行うことで 5つのクラスター（以下,CLと略）

に分類した.各 CL の概要は以下のとおりである．また,

各クラスター名の末尾に合計延床面積の割合を示す. 

・CL1（大型高密度広幅員道路型）16.5% 

川崎（西口）に位置する広幅員道路に囲まれた大規模

な街区で大型ショッピングモールなどが該当し,約 7 割

以上が商業・業務系用途であった． 

・CL2（小規模中密度広幅員道路型）23.2% 

街区の規模は小さいが広幅員道路に囲まれており,中

型商業施設等が立地しているタイプ．新百合ヶ丘駅や京

急川崎駅周辺地域に多く分布している．  

・CL3（中規模小密度狭幅員道路型）15.4% 

全街区の駅前広場割合が 100％であり,狭幅員道路に

囲まれ住宅や小型商業施設が多く集まっているタイプ．

武蔵小杉駅や向ヶ丘遊園駅周辺地域に多く分布してい

る．約 5.5 割が住居系用途であった. 

・CL4（大規模超高密度広幅員道路型）3.7% 

中幅員道路に囲まれタワーマンションが立地する街

区．武蔵小杉（南口）のみ該当する． 

・CL5（狭幅員小型密集型）41.3% 

狭幅員道路に囲まれている街区で住宅等の小規模な

建物が多く集まっているタイプ．川崎大師駅や元住吉周

辺地域に多く分布している．6 割以上が住居系用途であ

った. 
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3.2 駅前広場と道路状況の違いによる経年変化 

(1) 駅前広場の整備状況の違いによる経年変化 

以下に,駅前広場割合別の街区数と 2005年から 2015年

の 10 年間における昼間人口(集積度)の変化率を示す. 

 
表 1. 駅前広場の整備割合別街区数・昼間人口 

表 1 より駅前広場割合が 0～25%の街区数が約 7 割を

占め,75～100%の街区数が約 3 割を占めるという結果に

なった.また,その 2 つの駅前広場割合のみに着目する

と駅前広場割合が 0～25%の場合と 75～100%の場合では,

昼間人口が 75～100%の街区のほうが 0～25%の街区より

変化率が 0.19 高いという結果になった. 

 

(2) 道路状況の違いによる経年変化 

 以下に,道路状況の違いによる建築物の建て代わり状

況,昼間人口,商業系用途建築物の延床面積の経年変化

を示す.また CL4は 2005年に建築物がなかったため経年

変化の比較から除外する. 

 
図 2. 道路状況の違いによる建築物の建て代わり状況 

 
図 3. 道路状況の違いによる昼間人口変化率 

 
図 4. 道路状況の違いによる商業用途建築物の変化 

図 2より, 12m道路延長比が 40％あたりから大きな変

化が見られ、CL5 を除く CL1,CL2,CL3 の 3 つの CL で変

化率が 3 を超えるものがあった.変化率が 3 を超える街

区では 1 階床面積と延床面積が増加して大きくなった

ものと 1 階床面積にあまり変化はないが延床面積が大

きくなったものが混在していた. 

図 3 では,全体的に 12m 道路延長比が高くなるにつれ

昼間人口の変化率も大きくなっていることが分かる.ま

た,各 CL の合計昼間人口の変化率は,高い CL から順に

CL1が 1.37,CL3 が 1.31,CL2 が 1.24,CL5 が 1.09 という

結果になった.また図 4 に着目すると,広幅員道路に囲

まれた CL1と CL2は合計の商業系用途の割合が増加して

いた.それに対し,狭幅員道路に囲まれ小規模な建物が

多く集まっている CL3 と CL5 は,どちらも商業系用途の

割合は減少するという結果になった.また CL3 と CL5 の

大きな違いでとして駅前広場割合があるが,9 割の街区

が 25％未満の CL5 は昼間人口が減少している街区と増

加している街区が混在しているのに対し,全街区の駅前

広場割合が 75～100％である CL3は 9割以上が増加して

いた. 

 

4. まとめ 

 本研究では, 駅周辺街区を形成する道路状況や駅前

広場の整備状況に着目し,都市機能との経年変化の分析

を行った.建築物状況の変化としては,12m道路延長比が

40％あたりから変化が見られ,12m 道路延長比が 35％未

満の街区では大きな変化は見られなかった.広幅員道路

に囲まれた CL1と CL2はどちらも商業系用途の割合が増

加しているのに対し,狭幅員道路に囲まれた CL3 と CL5

は商業系用途の延床面積が減少するという結果となっ

た. また駅前広場割合が 75～100％の CL3 は集積度が 9

割以上増加しているのに対し,駅前広場割合が低い CL5

は昼間人口が減少している街区と増加している街区が

混在していた. 

これより,12m 道路延長比が 40％あたりから変化が大

きくなること,街区基盤の違いにより,建て替わる建築

用途が大きく異なり,集積度も異なること.計画的に駅

前広場が作られた駅周辺の街区は,そうでない街区と比

較して高い集積度を示すことが明らかになった. 
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駅前広場割合 0~25% 25~50% 50~75% 75~100%

街区数 146 3 0 65

合計昼間人口変化率 1.16 1.10 なし 1.35
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